
記者発表資料 令 和 ４ 年 ３ 月 ４ 日
国土交通省湯沢河川国道事務所

国道１３号湯沢市上院内で雪崩点検を行います

国道１３号の湯沢市上院内において、国立研究開発法人防災科学研究所
雪崩防災研究センター新庄雪氷環境研究所の専門家の立会の下、雪崩点検
を行いますのでお知らせいたします。当日は、UAVの画像も活用し点検す
る予定です。（天候により飛べない場合があります）

点検場所：国道１３号 湯沢市上院内

※取材される場合は事前に連絡をお願いします。
現地には駐車場がないことから、集合場所より現地にご案内いたします。
・集合場所：雄勝トンネル 山形側坑口駐車場
・集合時間：令和３年３月８日（火）１３時３０分

【発表記者会】 秋田県政記者会、横手記者会

問 い 合 わ せ 先

国土交通省 東北地方整備局 湯沢河川国道事務所

道路担当副所長 岡本 守

電話：０１８３－７３－３１７４（代表）

雄勝トンネル山形側坑口駐車場

点検箇所

集合場所
雄勝トンネル
山形側坑口駐車場

点検箇所

点検箇所
湯沢市上院内

4



本復旧完了

H27.2.21～2.24 <秋田>国道13号 雪崩の発生状況
■被災概要

■位置図

日 時：平成２７年２月２１日（土）２３：２１頃

場 所：秋田県湯沢市上院内字新雄勝地内 １９０．３ｋｐ
規 模：雪崩 L=20m, W=8m, H=1.5m, V=120m3
人的被害：けが人なし、被害車両なし
交 通 量：3,300台/日
原 因：例年より積雪が多く（178cm,上院内の警戒積雪深180cm）、

気温上昇に伴う全層雪崩（路面から約70mの高さ）
規制状況：2月21日 23時21分～ 全面通行止め

（185.3kp～194.14kp  L=約7km）
2月24日15時00分 規制解除

迂 回 路：国道47号及び108号 （広域迂回）
対応状況：22日 ～24日 専門家による現地調査、雪庇処理、
（詳細次頁） 雪崩柵背面堆雪ｽﾍﾟｰｽ確保 ▼雪崩発生状況（車道） 2月21日 ▼雪崩発生源箇所 2月22日

■雪崩発生箇所の代表地点降積雪状況（観測地点：上院内）

2月21日 23:21 雪崩発生
(190.3kp)
23時時点の積雪:178cm

積雪深
▼雪崩発生源箇所 2月22日 ▼専門家による調査状況 2月22日

最高気温

参 考



■経緯 ■滞留車両の安否確認実施状況 2月1日

■消防による捜索状況 2月1日：②

○2月21日（土）

23:21頃 190.3kpで雪崩発生（警察→事務所）

全面通行止め開始（L=約7km）

○2月22日（日）

8:45～ 10:30 専門家による現地調査

10:55～ 11:45 専門家を含めた検討会

午後～ 雪庇処理

○2月23日（月）

9:00～ 15:15 雪庇処理（作業員約20人）780m2

16:00～ 雪崩柵背面の堆雪スペース確保

17:00～24:00 仮設雪崩柵設置・固定完了

○2月24日（火）

～01:50 雪崩柵背面の堆雪スペース確保完了

10:10～11:00 専門家による現地調査

10:40～11:25  JR旧ﾄﾝﾈﾙ上部の堆雪ｽﾍﾟｰｽ確保完了

11:25～12:40  専門家含めた検討会

15:00         規制解除

■専門家と職員による確認 2月22日 ■専門家を含めた対策検討 2月22日

H27.2.21～ <秋田>国道13号 雪崩対応状況

■雪崩処理実施状況 2月22日 ■雪崩処理実施状況 2月23日

■雪崩発生状況 2月22日 ■専門家による調査状況 2月22日


